
公共交通の利用促進について

３．今年度の取組１．目的

持続可能な公共交通を目指し、地域全体で公共交通を支えていく環境を構築するた
め、住民等への利用促進に向けた啓発を行い、悪循環から好循環への転換を図る。

⚫ 小学生向け出前講座
公共交通について学び、興味を持ってもらうことを目的に
運輸支局、ﾊﾞｽ事業者、県ﾊﾞｽ協会と共同で、小学生を対象
に、交通に関する基礎知識、ﾊﾞｽの乗降方法等の学習、体験
乗車等を実施。

⚫ 公共交通利用促進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、路線別利用促進
・花畑広場での公共交通に関するｲﾍﾞﾝﾄのほか、ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・SNS等を活用した
利用促進を実施。

・特定路線の沿線地域で、ﾊﾞｽ停別時刻表や沿線商業施設の紹介等の情報提供を実施。
⚫ ﾊﾞｽｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成

熊本市内のﾊﾞｽ路線・運行系統・ﾊﾞｽ停を網羅したﾊﾞｽｶﾞｲﾄﾞﾏｯﾌﾟを作成し、窓口等で
の配布、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載を実施。

⚫ 広報活動の実施
○おはよう熊本市にて放送 ○生活便利ﾌﾞｯｸに掲載
「熊本市の公共交通について」 「公共交通に関する情報」

○市政だよりに掲載 ○熊本市政だよりﾃﾚﾋﾞ版にて放送

⚫ ﾊﾞｽ待合環境の改善（ﾊﾞｽ待ち処の拡充）
・ﾊﾞｽ停直近の商業施設と連携し、快適なﾊﾞｽ待合環境を提供。平成30年度に26店舗を供用。
・ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑが供用され、今年度はﾊﾞｽ停80m以内の商業施設等との連携拡充を検討。

２．これまでの取り組み状況

⚫ 利用者への周知広報
・熊本桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの新しい乗り場、路線ﾊﾞｽ運行系統の新案内記号を新たに周知。
・本年4月に導入したﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑを引き続き周知。
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▲市政だよりでの広報例 ▲市政だよりﾃﾚﾋﾞ版の広報例

▲出前講座の実施状況

▲持続可能な公共交通に向けた転換ｲﾒｰｼﾞ

▲ﾊﾞｽ待ち処のｲﾒｰｼﾞ

▲取組の展開ｲﾒｰｼﾞ

平成30年10月 平成31年4月 令和元年度

「ﾊﾞｽ待ち処」の供用開始 「ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ」の導入 「ﾊﾞｽ待ち処」の拡充

ﾊﾞｽ停直近の26店舗で供用開始

（内訳）〇ｲｵﾝ九州　　　    ２店舗

　　　　〇ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ九州     ４店舗

　　　　〇ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ　   １３店舗

　　　　〇ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ　　     ６店舗

　　　　〇ﾛｰｿﾝ            　     １店舗

ﾊﾞｽ停から80m以内の店舗等との連

携拡充を検討

ﾊﾞｽ接近情報

「ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ」でﾊﾞｽ接近情報が分

かるため、ﾊﾞｽ停から少し離れた店舗等

への拡充を検討。

▲取組の展開ｲﾒｰｼﾞ

平成31年4月

「ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ」

の導入

「熊本桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ」

の供用開始

「路線ﾊﾞｽ運行系統の新案内記号」

の供用開始

引き続き周知 新たに周知

令和元年9月

▲熊本桜町ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙのｲﾒｰｼﾞﾊﾟｰｽ

▲ﾊﾞｽ接近情報の表示例

▲現在の案内記号

▲新案内記号
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